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１．概要 

 御嶽山 9月 27日の降下火山灰に対し、大学・研究機関・民間調査会社等に所属する研究者間等で調

査データを共有しつつ堆積物量調査を行った。この調査では、長野県・岐阜県・山梨県に及ぶ地域なら

びに山頂部において計200点を超える調査データが得られた。  

 

２．調査方法 

 ９月27日〜10月２日にかけて、大学・研究機関・民間調査会社等に所属する研究者らにより、定面

積法により降下火山灰の堆積量調査を行った。岐阜県や山梨県にも及ぶ降灰の分布を迅速に把握する為

に、調査データ(第1表)を互いに共有し、調査地域の調整を計った。 

 また、11月8日に火山噴火予知連合同調査班として実施した山頂部調査で得られた今回の噴火堆積物

の層厚データをとりまとめた（第2表）。 

 

３．降灰分布図（等重量線図） 

 山麓部調査により得られた調査データに基づく9月27日噴火による降灰分布を第１図に示す。 

 

 御嶽山2014年9月27日噴火によってもたらされた降灰は、噴出源から東北東方向に伸びた後に東南

東方向に至る分布を示す。これと共に、噴出源から北西および南側にも極わずかな降灰（1g/m2程度）

分布も認められた。  

 

 
第１図 御嶽山2014年9月27日噴出物の等重量線図 

Fig. 1   Isopleth map of Sep. 27 ash in Ontake 2014 eruption 
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第1表  御嶽山2014年9月噴出物 （山麓部） 定面積堆積物重量データ  

Table 1  Tephra weight per unit area, which erupted in Sep. 27 2014 in Ontake Volcano 
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Tr ; 降灰を確認したが試料採取はできない程度,  Nd ; 降灰未確認 
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第2表  御嶽山2014年9月噴出物 （山頂部） 層厚データ 

Table 2 Thickness (in cm) for Sep ash for Ontakesan 2014 eruption 

 
 
--［脚注］------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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